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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材の表面上に電極用材料および絶縁材料を塗布する塗布装置において、
　前記基材を一方向に所定速度で搬送する基材搬送部と、
　前記基材の表面に向けて前記電極用材料を吐出する電極用材料吐出口および前記絶縁材
料を吐出する絶縁材料吐出口が離間して配置されている塗布ダイと、
　前記塗布ダイの下流側に配置されて、前記基材上に塗布された前記絶縁材料に向けてエ
ア噴流を吹き付けるエアノズルと、
　前記エアノズルの位置および角度ならびに前記エア噴流の流量および流速の少なくとも
一つを変更して、当該絶縁材料の塗布断面形状および端部位置を調節する絶縁材料プロフ
ァイル変更部と、を備えた塗布装置。
【請求項２】
　基材の表面上に電極用材料および絶縁材料を塗布する塗布装置において、
　前記基材を一方向に所定速度で搬送する基材搬送部と、
　前記基材の表面に向けて前記電極用材料を吐出する電極用材料吐出口および前記絶縁材
料を吐出する絶縁材料吐出口が離間して配置されている塗布ダイと、
　前記塗布ダイの下流側に配置されて、前記基材上に塗布された前記電極用材料および前
記絶縁材料の端部位置情報を検出する塗布材料端部位置検出部と、
　前記塗布材料端部位置検出部の下流側に配置されて、前記基材上に塗布された前記絶縁
材料に向けてエア噴流を吹き付けるエアノズルと、



(2) JP 6917329 B2 2021.8.11

10

20

30

40

50

　前記塗布材料端部位置検出部で検出された前記電極用材料および前記絶縁材料の端部位
置情報に基づいて、前記エアノズルの位置および角度ならびに前記エア噴流の流量および
流速の少なくとも一つを変更して、当該絶縁材料の塗布断面形状および端部位置を調節す
る絶縁材料プロファイル変更部と、を備えた塗布装置。
【請求項３】
　前記エアノズルは前記基材の搬送方向に複数備えられ、下流側に配置されたエアノズル
が、上流側に配置されたエアノズルよりも電極用材料側（内側）に配置されている
ことを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載の塗布装置。
【請求項４】
　前記エアノズルが矩形断面である
ことを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載の塗布装置。
【請求項５】
　前記エアノズルは、加熱されたエア噴流を吹き付ける
ことを特徴とする、請求項１～４のいずれかに記載の塗布装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二次電池用などの電極シート用芯材（例えば、銅箔やアルミ箔）の表面に、
電極用材料（いわゆる、活物質や炭素材料など）および絶縁材料を塗布する装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、二次電池などの電極シートを製造する工程では、リールに巻き付けられた長
尺の芯材（金属箔）を巻き出し搬送しながら、芯材の片面または両面に電極用材料を塗布
し、乾燥させた後、再びリールに巻き取る、いわゆる塗布装置が用いられている。
【０００３】
　そして、この塗布装置では、電極用材料を塗布する際に、その両端部に絶縁材料を塗布
しており、塗布ダイ内を隔離板によって区画（離間、隔離ともいう）し、離間して配置さ
れた電極用材料吐出口と絶縁材料の吐出口から各々電極用材料と絶縁材料とを同時に吐出
させている。いる（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－２１０３０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１のように、電極用材料と絶縁材料とが隔離した吐出口から吐出され
る構成の場合、電極用材料や絶縁材料が経時変化により粘度や比重が変わると、基材表面
上で隣接せずに離間したり、重なり合ったり、或いは互いに混ざり合ったりする。
【０００６】
　また、段取り替えにより電極用材料や絶縁材料の粘度や比重が大きく異なる場合、塗布
ダイと基材との位置や吐出条件の再調節が必要となったり、塗布ダイの共用ができずに別
の塗布ダイに交換が必要となったりして、停機時間・調整作業が増え、生産性が低下する
要因となっていた。
【０００７】
　そのため、異なる塗布材料や絶縁材料を塗布できる共用の塗布ダイを設計・製作するの
は、難易度が高く、非現実的であった。
【０００８】
　そこで本発明は、電極用材料と絶縁材料とを離間して塗布しつつ、互いが隣接ないし積
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層した状態に容易に調節できる塗布装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　以上の課題を解決するために、本発明に係る一態様は、
　基材の表面上に電極用材料および絶縁材料を塗布する塗布装置において、
　前記基材を一方向に所定速度で搬送する基材搬送部と、
　前記基材の表面に向けて前記電極用材料を吐出する電極用材料吐出口および前記絶縁材
料を吐出する絶縁材料吐出口が離間して配置されている塗布ダイと、
　前記塗布ダイの下流側に配置されて、前記基材上に塗布された前記絶縁材料に向けてエ
ア噴流を吹き付けるエアノズルと、
　前記エアノズルの位置および角度ならびに前記エア噴流の流量および流速の少なくとも
一つを変更して、当該絶縁材料の塗布断面形状および端部位置を調節する絶縁材料プロフ
ァイル変更部と、を備えている。
【００１０】
　この一態様によれば、電極用材料と離間して吐出された絶縁材料を、エアノズルのエア
噴流で、電極用材料側に寄り添うように移動させることができる。
【発明の効果】
【００１１】
　基材に塗布する電極用材料や絶縁材料の粘度が経時的に変化したり、段取り替えなど流
動特性が変わっても、使用する一体型の塗布ダイや塗布条件を変えることなく、電極用材
料と絶縁材料とを離間して塗布しつつ、互いが隣接ないし積層した状態に容易に調節でき
る。そのため、ノズルの設計・製作は容易となり、調整作業にかかる時間が短縮され、生
産性も向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明を具現化する形態の一例の全体構成を示す概略図である。
【図２】本発明を具現化する形態の一例の要部を示す概略図である。
【図３】本発明を具現化する形態の変形例の要部を示す概略図である。
【図４】本発明を具現化する形態の別の一例の要部を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、本発明を実施するための形態について、図を用いながら説明する。以下各図に
おいては、直交座標系の３軸をＸ、Ｙ、Ｚとし、ＸＹ平面を水平面、Ｚ方向を鉛直方向と
する。特にＸ方向は矢印の方向を搬送方向下流側（単に、下流側とも言う）、その逆方向
を搬送方向上流側（単に、上流側とも言う）と表現し、Ｚ方向は矢印の方向を上、その逆
方向を下と表現する。また、Ｚ方向を軸にして回転する方向をθと表現する。
【００１４】
　図１は、本発明を具現化する形態の一例の全体構成を示す概略図である。図１には、本
発明に係る塗布装置１の概略図が示されている。
【００１５】
　塗布装置１は、基材Ｓの表面上に電極用材料および絶縁材料を塗布するものである。塗
布装置１は、基材搬送部２、塗布ダイ３、絶縁材料塗布端部位置検出部４、エアノズル５
、絶縁材料プロファイル変更部６を備えている。
【００１６】
　基材搬送部２は、基材Ｓを一方向（例えば、矢印ｖで示す方向）に所定速度で搬送する
ものである。
具体的には、基材搬送部２は、不図示の巻出装置や巻取装置、バックアップロール２１な
どを備えている。
【００１７】
　巻出装置は、ロール状に巻き付けられた基材Ｓを巻き出しながら供給するものである。
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巻取装置は、塗布された材料を乾燥させた後、再びロール状に巻き取るものである。
【００１８】
　バックアップロール２１は、搬送中の基材Ｓに所定の張力を付与して、しわや弛みを無
くすものである。また、バックアップロール２１は、塗布ダイ３との間隔を一定に保ちな
がら基材Ｓを搬送するためのものである。具体的には、バックアップロール２１は、表面
が平滑な円筒状の部材で構成されている。
【００１９】
　塗布ダイ３は、基材Ｓの表面に向けて電極用材料Ｌ１および絶縁材料Ｌ２を吐出するも
のである。
【００２０】
　塗布ダイ３の本体３０には、電極用材料Ｌ１を吐出するための電極用材料吐出口３１が
備えられており、その両端部外側には、絶縁材料Ｌ２を吐出するための絶縁材料吐出口３
２がそれぞれ備えられている。なお、これら電極用材料吐出口３１と絶縁材料吐出口３２
とは、離間して配置されている。
【００２１】
　基材Ｓに電極用材料Ｌ１および絶縁材料Ｌ２を塗布する際、塗布ダイ３は、破線３０’
で示す位置に配置され、電極用材料吐出口３１と絶縁材料吐出口３２の先端部が、基材Ｓ
と所定の間隔（いわゆる、塗布ギャップ）を隔てた状態で、電極用材料Ｌ１および絶縁材
料Ｌ２の吐出が行われる。
【００２２】
　そのため、基材Ｓの表面に塗布された電極用材料Ｌ１と絶縁材料Ｌ２との間には、隙間
Ｇが生じる。
【００２３】
　絶縁材料塗布端部位置検出部４は、塗布ダイ３の下流側に配置されて、基材Ｓ上に塗布
された絶縁材料Ｌ２の端部位置情報を検出するものである。
【００２４】
　具体的には、絶縁材料塗布端部位置検出部４は、基材Ｓ幅方向の絶縁材料Ｌ２の端部位
置（つまり、絶対的な端部位置情報）や、電極用材料Ｌ１および絶縁材料Ｌ２の端部の隙
間寸法（つまり、相対的な端部位置情報）を検出するものである。
【００２５】
　より具体的には、絶縁材料塗布端部位置検出部４として、基材Ｓの幅方向に所定の長さ
を有する帯状のビームＬＢを基材Ｓの表面に対して斜め方向から照射し、反射光の位置を
計測することで、基材Ｓの表面形状や段差などを測定する変位計（いわゆる、プロファイ
ラ）を用いる。このとき、帯状のビームＬＢが、電極用材料Ｌ１ないし絶縁材料Ｌ２の端
部に亘って照射されるように、絶縁材料塗布端部位置検出部４を設置する。そうすること
で、基材Ｓ上に塗布された絶縁材料Ｌ２の絶対的または相対的な端部位置情報が検出でき
る。
【００２６】
　エアノズル５は、塗布ダイ３の下流側に配置されて、基材Ｓ上に塗布された絶縁材料Ｌ
２に向けてエア噴流Ｊを吹き付けるものである。ここでは、エアノズル５は、絶縁材料塗
布端部位置検出部４の下流側に配置されている構成を例示する。
【００２７】
　具体的には、エアノズル５は、絶縁材料Ｌ２が塗布された外側（つまり、電極用材料Ｌ
１が塗布された側と逆側）よりもさらに外側に、ノズルの先端部を配置しておく。また、
エアノズル５の先端部は、エア噴流Ｊの吹き出す方向と基材Ｓの表面とが概ね垂直となる
様に配置されている。或いは、エアノズル５の先端部を電極用材料Ｌ１が塗布された側（
つまり、内側）に傾斜させ、エア噴流Ｊが内側により強く吹き出す様な配置としても良い
。この様な配置とすることで、絶縁材料Ｌ２が塗布された外側の端部に対し、さらにその
外側から内側に向けてエア噴流Ａが吹き付けられるため、塗布された絶縁材料Ｌ２の表面
が押し潰されながら電極用材料Ｌ１との隙間Ｇ，Ｇ’が狭くなる様に拡がり、電極用材料
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Ｌ１と絶縁材料Ｌ２とが接したり、更には電極用材料Ｌ１に絶縁材料Ｌ２が重なり合った
状態にすることができる。
【００２８】
　絶縁材料プロファイル変更部６は、塗液端部位置検出部４で検出された、絶縁材料Ｌ２
の端部位置情報に基づいて、エアノズル５の位置および角度ならびにエア噴流Ｊの流量お
よび流速の少なくとも一つを変更して、絶縁材料Ｌ１の塗布断面形状および端部位置（い
わゆる、プロファイル）を調節するものである。
【００２９】
　例えば、エアノズル５の先端部（つまり、エア噴流の噴出口）を基材Ｓの幅方向（つま
り、Ｙ方向）や基材Ｓの厚み方向（つまり、Ｚ方向）に移動させて（つまり、位置を変更
して）、絶縁材料Ｌ２の塗布断面形状および電極用材料Ｌ１と絶縁材料Ｌ２の隙間Ｇを調
節する。
【００３０】
　具体的には、絶縁材料プロファイル変更部６は、塗液端部位置検出部４で検出された電
極用材料Ｌ１と絶縁材料Ｌ２の塗布端部位置や隙間Ｇが、予め設定された基準位置や隙間
寸法に対して互いが遠くにある状態にあるか近くにある状態にあるかを判定する。そして
、互いが遠くにある状態にあると判定されれば、絶縁材料Ｌ２を電極用材料Ｌ１側に大き
く押し広げる。一方、互いが近くにある状態にあると判定されれば、絶縁材料Ｌ２を電極
用材料Ｌ１側に小さく押し広げる。
【００３１】
　より具体的には、絶縁材料プロファイル変更部６として、エアノズル５がＹ方向やＺ方
向に移動可能なアクチュエータのスライダーに取り付けられた構成を例示する。そして、
絶縁材料プロファイル変更部６は、電極用材料Ｌ１と絶縁材料Ｌ２が互いが遠くにある状
態にあると判定されれば、エア噴流Ｊを吹き出すエアノズル５の先端部を絶縁材料Ｌ２に
より近づける。一方、互いが近くにある状態にあると判定されれば、エア噴流Ｊを吹き出
すエアノズル５の先端部を絶縁材料Ｌ２からやや遠ざける。このように、エアノズル５が
取り付けられたスライダーの位置制御を行うことで、絶縁材料Ｌ２を押し広げる度合い（
つまり、絶縁材料Ｌ２の塗布断面形状および端部位置）を調節することができる。
【００３２】
　図２は、本発明を具現化する形態の一例の要部を示す概略図である。
図２（ａ）は、図１に示した塗布装置１の要部ならびに基材Ｓの表面上に塗布された電極
用材料Ｌ１および絶縁材料Ｌ２を平面視したものであり、各部の位置関係が明確になるよ
うに示されている。
図２（ｂ）には、図２（ａ）にて矢視するＡ－Ａ断面図が示されており、基材Ｓの表面上
に塗布された電極用材料Ｌ１、絶縁材料Ｌ２等の位置関係が明確になるように示されてい
る。
図２（ｃ）には、図２（ａ）にて矢視するＢ－Ｂ断面図が示されており、基材Ｓの表面上
に塗布された電極用材料Ｌ１、絶縁材料Ｌ２に対するエアノズル５１等の位置関係が明確
になるように示されている。
図２（ｄ）には、図２（ａ）にて矢視するＣ－Ｃ断面図が示されており、基材Ｓの表面上
に塗布された電極用材料Ｌ１、絶縁材料Ｌ２に対するエアノズル５２等の位置関係が明確
になるように示されている。
【００３３】
　つまり、塗布ダイ３から吐出された電極用材料Ｌ１および絶縁材料Ｌ２は、それぞれ所
定の隙間Ｇが生じた状態で基材Ｓの表面に塗布されるが、搬送方向下流側に配置された絶
縁材料塗布端部位置検出部４にて、絶縁材料Ｌ２の絶対的または相対的な端部位置情報が
検出される。そして、この絶縁材料Ｌ２の端部位置情報に基づいて、絶縁材料プロファイ
ル変更部６で例えばエアノズル５の位置を調節して、当初は図２（ｂ）に示す様に所定の
隙間Ｇを隔てて電極用材料Ｌ１と離間状態にあった絶縁材料Ｌ２を、図２（ｃ）に示す様
に電極用材料Ｌ１側に押し広げ（離間の間隔が隙間Ｇ’に減少）、最終的には絶縁材料Ｌ



(6) JP 6917329 B2 2021.8.11

10

20

30

40

50

２の塗布断面形状および端部位置を図２（ｄ）にて示す様な隣接状態に調節する。また、
さらに絶縁材料Ｌ２を電極用材料Ｌ１上に押し広げ、積層状態にすることもできる。
【００３４】
　本発明に係る塗布装置１は、この様な構成をしているため、塗布ダイ３の電極用材料吐
出口と絶縁材料吐出口とが離間していても、エアノズル５のエア噴流Ｊで、絶縁材料Ｌ２
を電極用材料Ｌ１側に寄り添うように押し広げ、絶縁材料Ｌ２の断面形状および電極用材
料との隙間を変更したりすることができる。
【００３５】
　そのため、一体型の塗布ダイ３を用いて、流動性が経時的に変化する塗布材料を吐出す
る場合でも、互いの塗布材料を所望の隣接ないし積層状態に容易に調節することができる
。
【００３６】
　［絶縁材料プロファイル変更部の変形例］
　なお上述では、本発明にかかる絶縁材料プロファイル変更部６として、エアノズル５の
先端部をＹ方向やＺ方向に位置変更することで、絶縁材料Ｌ２の塗布断面形状および端部
位置を調節する構成を例示した。
【００３７】
　しかし、本発明を具現化する上で、この様な構成の絶縁材料プロファイル変更部６に限
らず、下述の様な構成の絶縁材料プロファイル変更部６Ｂ等であっても良い。
【００３８】
　図３は、本発明を具現化する形態の変形例の要部を示す概略図である。
【００３９】
　図３には、図２（ｄ）等に示した塗布装置１の絶縁材料プロファイル変更部６の変形例
である、絶縁材料プロファイル変更部６Ｂが示されている。
【００４０】
　絶縁材料プロファイル変更部６Ｂは、エアノズル５の先端部の傾斜角度を変更すること
で、絶縁材料Ｌ２の塗布断面形状および端部位置を調節するものである。
【００４１】
　具体的には、絶縁材料プロファイル変更部６Ｂは、絶縁材料Ｌ２の塗布端部位置を電極
用材料Ｌ１側（つまり、内側）に寄せたい場合、ノズル先端部を矢印θで示す方向に傾斜
させることで、エア噴流ＪのＸ方向の流量や流速を強くする。
【００４２】
　より具体的には、回転ステージ機構６１やスイベル機構などの可動部材にエアノズル５
を取り付け、当該可動部材の角度制御を行うことで、ノズル先端部の角度を変更してエア
噴流ＪのＸ方向の流量や流速を調節し、絶縁材料Ｌ２の塗布断面形状および端部位置を調
節することができる。
【００４３】
　さらに、本発明を具現化する上で、絶縁材料プロファイル変更部は、下述の様な構成で
あっても良い。
【００４４】
　例えば、絶縁材料プロファイル変更部は、エアノズル５の先端部から噴出するエア噴流
Ｊの流量および／または流速を制御する構成とする。
【００４５】
　具体的には、絶縁材料プロファイル変更部は、絶縁材料Ｌ２の塗布端部位置を電極用材
料Ｌ１側（つまり、内側）に寄せたい場合、所定の流量および／または流速でエア噴流Ｊ
を絶縁材料Ｌ２に向けて吹き付けたり、吹き付けるエア噴流Ｊの流量および／または流速
を増やしたりする。
【００４６】
　より具体的には、エア噴流Ｊの流量および／または流速の調節は、ノズルに供給するエ
アのＯＮ／ＯＦＦ制御をしたり、ノズルに供給するエアの圧力を電空レギュレータなどで
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制御したり、絞り弁の開度を制御したりする構成とする。
【００４７】
　なお、上述の絶縁材料プロファイル変更部（６，６Ｂ等）は、エアノズル５の位置や角
度、エア噴流Ｊの流量および／または流速をそれぞれ独立して制御する構成を例示したが
、複合的に組み合わされた構成としても良い。さらに、エアノズル５の先端部のＹ方向や
Ｚ方向の位置、エア噴流Ｊの強弱に応じて、基材Ｓの搬送方向（つまり、Ｘ方向）にエア
ノズル５の位置を調節する構成としても良い。
【００４８】
　本発明に係る塗布装置１は、この様な構成をしているため、絶縁材料の端部位置を検出
し、所望の位置に合致するように、エアノズルの位置および／またはエア噴流を調節する
。エアノズルの位置および／またはエア噴流の流量若しくは流速を調節することができ、
絶縁材料の厚みや端部位置を調節することができる。
【００４９】
　［別の形態］
上述では、絶縁材料塗布端部位置検出部４の下流側にエアノズル５が配置されている構成
を例示した。しかし、この様な構成に限らず、絶縁材料塗布端部位置検出部４は以下の様
な構成であっても良い。
【００５０】
　１）塗布ダイ３の下流側であって、エアノズル５の上流側および下流側に配置
　例えば、上述の構成に加え、図２（ａ）において破線４’で示す位置（つまり、エアノ
ズル５の下流側）にも、上述と同様の変位計（つまり、プロファイラ）を備えた構成とす
る。
【００５１】
　２）塗布ダイ３の下流側であって、エアノズル５の下流側にのみ配置
　或いは、当該変位計を、塗布ダイ３の下流側であってエアノズル５の上流側には配置せ
ず、エアノズル５の下流側にのみ配置する構成であっても良い。
【００５２】
　この様に、エアノズル５の下流側に当該変位計を配置することで、予め想定していたよ
うななだらかな隣接状態ないし積層状態にならず、凹凸が生じた場合であっても、検出結
果からエアノズル５のエア噴流Ｊの噴き出し位置や強さなどをフィードバック制御して、
その後の電極用材料Ｌ１と絶縁材料Ｌ２と隣接状態ないし積層状態がなだらかな状態にな
る様に調節し続け、凹凸を最小限に抑えることができる。
【００５３】
　［別の形態］　
　なお上述では、本発明にかかるエアノズル５は、基材Ｓの搬送方向に複数備えられ、下
流側に配置されたエアノズル５２が、上流側に配置されたエアノズル５１よりも電極用材
料Ｌ１側（つまり、内側）に配置されている構成を例示した。
【００５４】
　この様な構成であれば、流動性の高い絶縁材料の塗布端部が外側に広がることを防ぐこ
とができる。つまり、絶縁材料の膜厚が薄くなることを防ぎ、絶縁性能を損なわずに塗布
ができるので、好ましい。
【００５５】
　しかし、本発明を具現化する上でエアノズルは、この様な構成に限らず、下述の様な構
成であっても良い。
【００５６】
　例えば、エアノズルは１本であっても良い。或いは、直線状に並んだ複数の細孔からエ
ア噴流が吹き出す構造のノズル（いわゆる、フラットノズル）を備えた構成であっても良
い。或いは、長楕円や帯状のエア噴流が噴き出す構造のノズル（いわゆる、平吹きノズル
）を備えた構成であっても良い。
【００５７】
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　図４は、本発明を具現化する形態の別の一例の要部を示す概略図である。図４には、本
発明に係るエアノズル５として、図２に例示した２つの円形断面のエアノズル５１，５２
に代えて、矩形断面のエアノズル５３を１つ備えた構成が図示されている。
図４（ａ）は、矩形断面のエアノズル５３ならびに基材Ｓの表面上に塗布された電極用材
料Ｌ１および絶縁材料Ｌ２を平面視したものであり、各部の位置関係が明確になるように
示されている。
図４（ｂ）には、図２（ａ）にて矢視するＡ－Ａ断面図が示されており、基材Ｓの表面上
に塗布された電極用材料Ｌ１、絶縁材料Ｌ２等の位置関係が明確になるように示されてい
る。
図４（ｃ）には、図２（ａ）にて矢視するＢ－Ｂ断面図が示されており、基材Ｓの表面上
に塗布された電極用材料Ｌ１、絶縁材料Ｌ２に対するエアノズル５３等の位置関係が明確
になるように示されている。
図４（ｄ）には、図２（ａ）にて矢視するＣ－Ｃ断面図が示されており、基材Ｓの表面上
に塗布された電極用材料Ｌ１、絶縁材料Ｌ２に対するエアノズル５３等の位置関係が明確
になるように示されている。
【００５８】
　つまり、塗布ダイ３から吐出された電極用材料Ｌ１および絶縁材料Ｌ２は、それぞれ所
定の隙間Ｇが生じた状態で基材Ｓの表面に塗布されるが、搬送方向下流側に配置された絶
縁材料塗布端部位置検出部４にて、絶縁材料Ｌ２の絶対的または相対的な端部位置情報が
検出される。そして、この絶縁材料Ｌ２の端部位置情報に基づいて、絶縁材料プロファイ
ル変更部６でエアノズル５３の位置を調節して、当初は図４（ｂ）に示す様に所定の隙間
Ｇを隔てて電極用材料Ｌ１と離間状態にあった絶縁材料Ｌ２を、図４（ｃ）に示す様に電
極用材料Ｌ１側に押し広げ（離間の間隔が隙間Ｇ’に減少）、最終的には絶縁材料Ｌ２の
塗布断面形状および端部位置を図４（ｄ）にて示す様な隣接状態に調節する。また、さら
に絶縁材料Ｌ２を電極用材料Ｌ１上に押し広げ、積層状態にすることもできる。
【００５９】
　なお、基材Ｓの表面とエアノズル５３先端との距離（いわゆる、ノズル高さ）や、幅方
向の位置は、任意の位置に設定でき、絶縁材料プロファイル変更部６で移動させる。
　また、エアノズル５３の断面形状や寸法（幅方向や搬送方向の長さ）は、絶縁材料Ｌ２
の粘度や塗布幅、基材Ｓの搬送速度に応じて、適宜設定すれば良い。
　また、エアノズル５３から吹き出すエア噴流Ｊの流量（風量とも言う）は、手動調節の
レギュレータで適宜設定したり、電空レギュレータなどで可変式としたりしても良い。
【００６０】
　［別の形態］　
　また、本発明にかかるエアノズル５は、温調されていない（つまり、常温の）エア噴流
や冷却されたエア噴流のほか、加熱されたエア噴流を吹き付ける形態でも良い。なお、エ
ア噴流の加熱温度は、絶縁材料の材料特性に応じて適宜決定し、設定することが好ましい
。特に、加熱されたエア噴流を用いることが、常温または冷却されたエア噴流と比較して
、流動性の高い絶縁材料の塗布端部が急速に固化させることができるので好ましい。そう
すれば、加熱されたエア噴流で塗布された絶縁材料の外側端部から表面を乾燥させ暫定的
に固化させることができるので、絶縁材料の幅方向端部が塗布直後の端部位置よりも外側
に広がった状態で固化される（つまり、絶縁材料の膜厚が薄くなってしまう）ことを防ぐ
ことができる。つまり、絶縁材料の絶縁性能を損なわなずに塗布ができると言える。
【００６１】
　［別の形態］
　なお上述では、本発明にかかる塗液端部位置検出部４、エアノズル５、絶縁材料プロフ
ァイル変更部６が、基材Ｓの両側端部に一組ずつ備えられた構成を例示した。
【００６２】
　しかし、電極用材料Ｌ１が複数本塗布される多条塗布の場合であって、それぞれの両端
部に絶縁材料Ｌ２が塗布される場合、塗液端部位置検出部４、エアノズル５、絶縁材料プ
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【００６３】
　或いは、電極用材料Ｌ１と絶縁材料Ｌ２が１列ずつ離間して塗布される構成であれば、
塗液端部位置検出部４、エアノズル５、絶縁材料プロファイル変更部６は一組のみ備えた
構成でも本発明を具現化できる。
【００６４】
　［別の形態］　
　なお上述では、塗液端部位置検出部４を備えた構成をいくつか例示した。これらのよう
な構成であれば、離間して塗布された電極用材料と絶縁材料の端部位置情報（隙間量など
）を検出し、絶縁材料を移動させる幅を適宜調節することができる。
【００６５】
　そのため、電極用材料と絶縁材料の吐出口が離間している一体型塗布ダイを用いて、流
動性が経時的に変化する塗布材料を吐出する場合や、塗布材量と絶縁材料の隙間が経時的
、周期的ないし突発的に変化する場合であっても、互いの隙間の大小に応じてエアノズル
から吹き出すエア噴流の強弱を逐次調節することができるので、連続運転に好適と言える
。
【００６６】
　しかし、材料特性に起因する隙間の大小はあるものの、塗布材量と絶縁材料の隙間が周
期的ないし突発的に変化せず、経時変化もほとんど無い場合であれば、塗液端部位置検出
部４を省いた構成であっても良い。この場合、最初に絶縁材料プロファイル変更部６で塗
布材量と絶縁材料の隙間が無くなる様に調整しておけば、その後も継続して塗布材量と絶
縁材料の隙間の無い状態を維持することができ、本発明を具現化することができる。
【符号の説明】
【００６７】
　　１　　塗布装置
　　２　　基材搬送部
　　３　　塗布ダイ
　　４　　塗液端部位置検出部
　　５　　エアノズル
　　６　　絶縁材料プロファイル変更部
　　３０　本体
　　３１　電極用材料吐出口
　　３２　絶縁材料吐出口
　　５１　エアノズル（上流側）
　　５２　エアノズル（下流側）
　　５３　エアノズル（矩形断面）
　　Ｓ　　基材
　　Ｌ１　電極用材料
　　Ｌ２　絶縁材料
　　Ｇ　　隙間（塗布直後）
　　Ｇ’　隙間（位置調整中）
　　ＬＢ　帯状のビーム
　　Ｊ　　エア噴流
　　ｖ　　矢印（基材の搬送方向）
　　θ　　矢印（傾斜角度）
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